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第３ 宿泊者統計 

１ 地域別宿泊施設数及び地域別・月別宿泊者数 

 市町村から報告のあった宿泊施設は７５５施設あり、地域別では豊橋・三河湾地域が最も多く、

次いで名古屋地域となっている。(図２－１) 

 

図２－１　地域別宿泊施設数
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市町村から報告のあった宿泊者数は、１，０６４万８，５４２人（前年比９２．９％）となっ

た。 

月別宿泊者数を見ると、豊橋・三河湾地域では、他の地域に比べて、月による宿泊者数の変動

が大きい。その他の地域では、月による宿泊者数の変動は比較的少ない。(図２－２) 

 

図２－２　地域別・月別宿泊者数
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１宿泊施設あたりの宿泊者数でみると、名古屋地域が他の地域の２倍以上となっている。これ

について、当該地域は他の地域と比較して規模の大きな宿泊施設が多いこと、交通アクセスの良

さを活かして県内外を移動する際の中継点にすることなどが要因であると考えられる。(図２－

３) 

 

図２－３　宿泊施設１件あたりの宿泊者数
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２ 修学旅行等宿泊者 

 

修学旅行等の宿泊先は、宿泊者数では、豊田市が最も多く、次いで、美浜町、南知多町の順と

なっている。（表３－１） 

 

 表３－１ 市町村別宿泊者数                     （単位：校、人） 

  小学校 中学校 高等学校 その他 不明 計 

  校数 宿泊者数 校数 宿泊者数 校数 宿泊者数 校数 宿泊者数 校数 宿泊者数 校数 宿泊者数 

名古屋市 22 1,814 5 149 6 549 7 185 0 0 40 2,697

豊明市 0 0 1 14 4 57 1 14 0 0 6 85

犬山市 2 101 2 52 0 0 0 0 0 0 4 153

蟹江町 3 187 0 0 3 158 1 52 0 0 7 397

東海市 13 399 11 259 28 484 6 188 0 0 58 1,330

東浦町 0 0 0 0 0 0 0 0 - 1,407 - 1,407

半田市 0 0 0 0 0 0 2 43 0 0 2 43

刈谷市 7 181 4 135 9 237 4 43 0 0 24 596

岡崎市 5 108 4 26 7 233 0 0 0 0 16 367

豊田市 1 25 157 35,856 131 9,011 75 4,636 0 0 364 49,528

美浜町 42 4,577 53 12,251 44 9,995 21 1,036 0 0 160 27,859

南知多町 76 4,871 165 5,752 2 134 8 335 35 626 286 11,718

幸田町 0 0 1 206 0 0 10 379 0 0 11 585

一色町 3 82 10 553 3 56 2 36 0 0 18 727

幡豆町 0 0 1 62 0 0 0 0 0 0 1 62

蒲郡市 3 274 8 365 7 735 4 280 1 44 23 1,698

田原市 8 563 5 1,739 6 624 7 1,638 0 0 26 4,564

豊橋市 5 132 0 0 10 379 2 67 0 0 17 578

合 計 190 13,314 427 57,419 260 22,652 150 8,932 36 2,077 1,063 104,394

※名古屋市は平成２１年４月から平成２２年３月のデータ。 

 

修学旅行等により本県を訪れた学校及び宿泊者において、校数構成比、宿泊者数構成比ともに

中学校が最も多くなっている。(図３－１) 

図３－１　学校別宿泊構成比
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出発地域を見ると、校数構成比では中部地方（85.1％）が最も多く、次いで関西地方（7.3％）

となっている。宿泊者数構成比では中部地方（91.7％）が最も多く、次いで関西地方（3.4％）と

なっている。（図３－２） 

また、中部地方における県別構成比を見ると、愛知県が校数構成比（54.1％）、宿泊者数構成

比（80.4％）ともに最も多い。（図３－３） 

図３－２　地方別修学旅行等宿泊者構成比
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図３－３　中部地方における修学旅行等宿泊者構成比
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小学校、中学校、高等学校ともに、中部からの宿泊者（小学校 10,103 人、中学校 55,415 人、高

等学校 20,457 人、その他 7,706 人）が最も多い。(図３－４) 

図３－４　 出発地方別宿泊者数
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１２ 

 

３ 外国人宿泊者 

 回答のあった県内市町村の宿泊施設における外国人宿泊者は、７５万８，１５８人（前年比８

３．８％）となり、名古屋地域が全体の 65.2％を占め、次いで知多・衣浦地域が多くなっている。

（図４－１） 

地域別では、アジアからの来訪者が全体の 88.6％を占めている。（図４－２） 

 

図４－１　地域別外国人宿泊者数
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図４－２　外国人宿泊者地域別来訪割合
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